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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,15 43,69 +0,54 44,18 -0,49

USD / BRL Spot BRL 2,3704 2,3457 -0,0247 2,3606 -0,0149

USD / JPY Spot JPY 102,28 102,51 +0,23 104,30 -1,79

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 47.289 47.380 +91 48.542 -1.162

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 178,3 180,0 +1,7 194,0 -14,0

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,71 12,58 -0,13 12,89 -0,31

DI Future Jan15（金利先物） % 11,04 11,06 +0,02 11,07 -0,01

3 Months US Dollar Libor % 0,236 0,235 -0,001 0,237 -0,002

CRB Index（国際商品指数） Index 301,3 301,6 +0,3 278,4 +23,2

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年2月24日

Indicator Unit 2月20日

先週金曜日のドルレアルスポット相場はレアル続伸となる展開でした。朝方は今月半ばまでの消費者物価
指数であるＩＰＣＡ－１５が市場予想を上回ったことにより前日比レアル安の２．３７台前半から始まりました。
しかし、前日発表の財政目標に対する好センチメントが持続していることからレアル売りは続かず、１月の
直接投資が市場予想を上回ったことからレアルは切り返し２．３５近辺までレアル高となりました。その後は
週末を控えて小動きとなり、結局２．３４台後半で引けています。

今朝発表された週次サーベイは今年末の成長率見通しが１．７９％から１．６７％へ引き下げられ、インフレ
見通しは５．９３％から６．００％へ引き上げられました。先週の財政引き締め方針を受けて市場は好感する
形でレアル買いとなりましたが、引き締め傾向の分だけ成長率見通しは引き下げられブラジル経済の厳しい
情勢に変わりはないようです。本来なら歳出削減によりインフレ圧力が弱まる見通しとなってもおかしくあり
ませんが、エコノミストらはブラジルのインフレ体質に相応の懸念を持っているのでしょう。但し、短期的に
減速したとしても金融・財政の引き締めによる過剰需要の抑制は必須であり、貯蓄増加と並行して投資主導
型経済への移行を果たすべきです。その意味では、一歩ずつ正しい方向に向かっていると思われます。
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